●　変化した諏訪湖の湖面
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諏訪湖の面積が最大となった時には、標高８００ｍ近くまで広がっていたことは、地質的に上諏訪中学校庭下の泥炭層、河湖成段丘の存在などにより確認されています。この標高で湖畔線を推定しますと、岡谷の湊側は中央道下になり、諏訪大社の上社、茅野市の西山団地、坂室、茅野市役所、そして諏訪市の清陵高校上、上諏訪中学校付近、温泉寺を経て、下諏訪町の諏訪大社下社の秋宮付近、岡谷市の長地中村、山の手、川岸へと結ぶことになります。その後、湖面は河川からの土砂流入と天竜川の釜口の河床低下による湖水位の低下により縮小されていったといわれています。さらに、江戸時代の浜中島、弁天島の撤去などの湖尻の切り開きや埋立て、干潟の出現により小さくなっていきました。明治１８年の測量では、湖の面積は約14.5km2とされています。その後の埋立て、干潟の出現、湖底の浚渫土による埋立てにより、現在の湖面積は約13.3km２となっています。（Ａ）
　また、宮坂宮司（八剱神社）は、「八剱神社には、江戸時代の諏訪湖を写した絵図があります。これらをずいぶん諏訪湖の大きさが違っていたことがわかります。また、鎌倉街道を結ぶ線が、この標高800mと一致しますし、諏訪大社をはじめ、手長、足長神社等の主だった神社もこの街道沿いにあります。その後、甲州街道、国道２０号と主だった道の位置が変わっていったのは、湖面の変化と無関係ではないでしょう。」と指摘されました。
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※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。
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■　高島城あたり
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高島城は、豊臣秀吉の武将、日根野織部正高吉により

築城され、完成した城の石垣に波が砕ける浮城（または、

水城）であったといいます。浮島城として有名であった高

島城は、葛飾北斎の「冨岳三十六景信州諏訪湖」渓斎英

泉の「木曾街道塩尻嶺諏訪湖水眺望」の浮世絵に描か

れています。戦国時代当時は、城跡は湖中の島で、この

島に通じる道があり縄手とよばれていました。現在、この

道は、並木通りとして残っています。
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江戸時代末、明治当初には、高島城の湖側は、広く水田に変貌することになりました。その後、昭和１０年に島崎川～中門川間が50,721㎡、衣ノ渡川～ら湖畔公園のＤ５１がある所まで13,860ｍ２埋め立てられました。

翌１１年には、現在の石彫公園付近、6,600㎡が埋め立てられました。さらに、昭和２９年には、中門川から衣ノ渡川間の出先に22,099ｍ２が埋め立てられ、上川の河口堆積した土砂で面積660ｍ２の初島をつくりました。また、昭和３９年には、諏訪市湖畔公園のＤ５１のある付近、3,300ｍ２が埋め立てられました。その後、昭和５１年から昭和５３年にかけて行われた浚渫工事にともなう埋立てや諏訪市湖畔公園周辺整備によりヨットハーバーや湖畔公園にかけての現在の湖岸ができあがりました。（Ａ）
■　渋崎・豊田あたり
新しい土地ができ、地区の変化が大きかった所に渋崎があります。渋崎から豊田にかけては遠浅でしたので、少しの水位低下でも広い土地ができたといわれています。新しい土地を得るために、湖の砂をあげて舟で運び水田に入れEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かさあ),嵩上)げをし、湿地を水田にする努力が行われました。また、昭和９年から上川（旧六斗川）の河筋が図のように真っすぐ諏訪湖に流入するようにつけかえられ、河幅も２倍となり様相は大きく変わりました。つけかえられた上川は、その後の台風などで大量の土砂が流入し一帯に広い洲を作り、現在のヨットハーバーや湖畔公園のもととなりました。

江戸時代中期までには、豊田小学校前の市道23,255号（旧県道諏訪辰野線）あたりまでが湿地帯として陸地化したようです。その後、豊田の曾根崎に伊藤五六郎が釜口の浜中島を撤去した土砂を運んで埋立て6haの水田をつくり出しました。これが人工的な埋立てを行った大事業の第１号で、今も地元の人々に尊敬され親しまれています。しかし、このように諏訪湖の水位の変動によって広い土地ができた地区だけに少しの水位上昇でも冠水する水田が多く、米づくりは苦労が多かったようです。このため、江戸時代から地区の人々は、釜口、天竜川の草刈りや木の枝切りを行い、諏訪湖からの排水をよくすることにつとめるなど水との闘いを続けていました。昭和１１年に釜口水門が完成し、操作が開始され湖水位が調整されるようになると、水害の回数は減り水田は安定した実りをあげるようになりました。現在の湖岸線はほとんど、昭和４４年度から始まった浚渫事業によって昭和５３年までに埋め立てられたものです。また、渋のエゴは流域下水道処理場（クリーンレイク諏訪）の用地として埋め立てられました。（Ａ）、（Ｂ）



■　「変化した諏訪湖の湖面」の参考文献

Ａ：長期連載記事諏訪湖　第８部「湖面動く」　昭和５６年９月１７・１９日：市民新聞グループ

　　　　　　内容：諏訪湖の湖面の変化を紹介　　 保管場所：諏訪地域の各市町村図書館

　　 Ｂ：渋崎“渋崎百年史”　平成９年１月：渋崎１００年史編集委員会

　　　　 内容：諏訪市渋崎区のあゆみ　保管場所：諏訪市図書館
明治３９年の上諏訪　手長丘より望む　左上に高島城趾


（三村文明堂所有：諏訪市博物館複写版より転写）





渋崎～豊田のかつての湖岸の変化


（市民新聞：長期連載記事諏訪湖　第８部湖面動く②　Ｓ56.9.19.）





ヨットハーバー～諏訪市湖畔公園付近の埋立て


（市民新聞：長期連載記事諏訪湖　湖面動く②　Ｓ56.9.19.）





大きかった諏訪湖（市民新聞：長期連載記事諏訪湖　第８部湖面動く①　Ｓ56.9.17.）より





諏訪湖の埋立ての変遷


（市民新聞：長期連載記事諏訪湖　第８部湖面動く②　Ｓ56.9.19.）





点線は、明治３５年の湖岸　実線は、昭和１２年の湖岸
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